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 新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 会員の皆様には平素よりＰＣ建築部会活動に多大なご支援、ご協力を賜わり、

厚く御礼申し上げます。 

 

 昨年、わが国は東日本大震災という大きな試練を受け、震災復旧と原発事故

対応を進める中、全国各地で記録破りの集中豪雨、強風による自然災害も多発

しました。また、タイでは、洪水により産業へのダメージが深刻なものとなり、

ユーロ圏における通貨危機、株安・円高と欧米の景気減速懸念など、グローバ

ル社会の中で、サプライチェーン・マネジメントの重要性を改めて痛感してお

ります。 

 一方、建設市場に目を向けますと、住宅を中心とする民間建設投資と震災関

連を含めた公共建設投資の増加により、今年度の建設投資は、昨年度比８・５％

増の 44・６兆円と推計されております。こうした中、震災や自然災害を受けた

被災地においてはもちろんのこと、国民の安全・安心を守る社会資本の整備の

必要性が求められ、建設業への大きな期待が寄せられております。 

 このような状況の下、我々ＰＣ建築部会は、ＰＣ工法による集合住宅をはじ

めとする各種建築物の高品質、高規格を目指した技術の研鑽をさらに推進する

とともに、耐震性能の向上の観点からの技術面での取り組み、地球環境保全の

観点からの工業化建築を通じた豊かな社会の実現への寄与が重要な使命であり、

責務であると考え、活動を展開しています。 

 昨年の活動としましては、ＰＣ部材品質認定制度に基づくＮ認定８工場およ

びＨ認定４工場の不定期審査を行い、国外では現在工業化を積極的に推進して

いる中国の認定４工場のサーベランスを行うなど、国内外を問わず、認定工場



で製造されるＰＣ部材の品質確保に努力してきました。 

 

 本年は、ＰＣ工法施工管理技術者資格認定制度に従い、資格認定のための講

習会と試験の実施および更新のための講習会を予定しており、ＰＣ工法施工管

理の重要性の認識や施工技術の継続等、明確な目標に基づいて施工技術者の育

成に努めてまいります。また、日本建築学会への支援としては、ＪＡＳＳ10 改

定小委員会に参画し、仕様書の改訂作業や資料提供を継続しております。 

 このような活動を通じ、会員の皆様と共に業界の地位向上に向けて邁進する

所存でございますので、尚一層のご支援を賜わりますようお願いいたします。 

 建設業界においては、建設現場で働く熟練技能工の高齢化、離職による慢性

的な労務不足が問題となっており、躯体工事建設のコストアップに繋がってい

ます。今後、環境面での要求も併せまして、ＰＣ部材の需要は増加すると考え

られ、ＰＣ建築部会への期待が一層高まるものと推測されます。 

 建設業界を取り巻く環境が目まぐるしく変化する中で、対処しなければなら

ない課題が多くございますが、この状況を乗り越え、確かな展望が実感できる

年となりますことを心より祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただき

ます。 


